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本
の
施
工
工
事
の
進
捗
に
合
わ
せ
て

交
差
点
改
良
工
事
を
実
施
予
定
で
す
。

　
　
　
　
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に
は
、
市

内
西
部
地
区
の
市
民
の
皆
さ
ま
や
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
皆
さ
ま
も
期
待

し
て
い
る
の
で
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日

本
と
市
で
連
携
し
、
一
刻
も
早
い
供

用
開
始
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
在
宅
高
齢
者
支
援
事

業
、
土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
①
Ｔ
Ｘ
沿
線
開
発
地
区
で

あ
る
上
河
原
崎
・
中
西
地
区
へ
の
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に
つ
い
て
、
現
在
の
状

況
と
今
後
の
整
備
計
画
、
②
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
と
接
続
す
る
、
県
道
つ
く
ば

真
岡
線
・
土
浦
板
東
線
２
カ
所
の
交

差
点
改
良
工
事
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
①（
仮
称
）つ
く
ば
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
整
備
は
、
令
和
４
年
４
月
に

用
地
買
収
が
全
て
完
了
後
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
東
日
本
が
７
月
に
工
事
を
発
注

し
、
工
事
着
手
に
向
け
た
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
線
接
続
部
か

理
解
で
き
ま
せ
ん
。
２
回
目
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
の
取
り
扱
い
も
含
め
、

今
後
の
県
と
の
協
議
に
対
す
る
意
気

込
み
も
含
め
た
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
生
デ
ー
タ
の
早
期
提
供
を

複
数
回
要
望
し
ま
し
た
が
、
県
は
、

結
果
の
整
理
・
分
析
後
に
提
供
し
た

い
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
市
で
も
生

デ
ー
タ
と
ネ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
を
併
せ

て
独
自
に
精
査
し
た
い
の
で
、
既
存

の
結
果
と
分
割
し
た
デ
ー
タ
を
も
ら

い
、
分
析
し
た
上
で
、
公
園
利
用
者

や
周
囲
の
方
が
望
む
形
に
な
る
よ
う

に
県
と
協
議
を
し
た
い
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、セ
ン
タ
ー
ビ
ル
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
、つ
く
ば
ま
ち
な
か
デ

ザ
イ
ン
株
式
会
社
、給
食
費
の
助
成
、

米
価
補
償
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

質
疑　
　
県
内
は
も
と
よ
り
、
市
内

に
お
い
て
も
ア
ラ
イ
グ
マ
の
生
息
域

が
広
が
り
、
農
作
物
被
害
や
生
活
環

境
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
市
内

で
の
生
息
の
実
態
・
被
害
状
況
・
捕

獲
頭
数
や
、わ
な
の
貸
し
出
し
方
法・

捕
獲
時
の
処
分
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
被
害

は
、
当
市
で
も
ほ
ぼ
全
域
で
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
ア
ラ
イ
グ
マ
は
繁
殖

力
が
強
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
に
適

応
で
き
る
こ
と
か
ら
全
国
的
に
増
加

し
、
生
息
分
布
も
拡
大
し
て
お
り
、

当
市
に
お
け
る
捕
獲
頭
数
は
、
令
和

　
　
　
　
公
立
小
・
中
学
校
お
よ
び

義
務
教
育
学
校
に
お
け
る
教
室
へ
の

ス
ズ
メ
バ
チ
侵
入
対
策
に
つ
い
て
、

①
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
市
へ
の
要
望
状
況
、

②
当
該
要
望
へ
の
対
応
状
況 

、
③

今
後
の
対
応
方
針
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
①
ス
ズ
メ
バ
チ
侵
入
対
策

と
し
て
、
令
和
３
年
１
月
15
日
と
令

和
３
年
12
月
16
日
に
教
室
な
ど
へ
の

網
戸
設
置
の
要
望
書
が
市
Ｐ
連
か
ら

提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
②
令
和
２
年

度
、
３
年
度
共
に
網
戸
設
置
要
望
に

対
し
、
学
校
と
協
議
し
検
討
す
る
と

回
答
し
て
お
り
、
校
長
会
な
ど
の
学

　
　
　
　
洞
峰
公
園
の
改
修
計
画
は
、

市
と
県
が
今
後
協
議
を
し
て
い
く
予

定
で
す
が
、
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
進
め
方
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
近
隣
住
民
や
利
用
者
へ
の

説
明
会
は
、
７
月
に
４
回
開
催
さ
れ
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
８
月
31
日
ま
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
県
が
調
査
結
果

を
整
理
・
分
析
す
る
ま
で
１
カ
月
程

度
見
込
ま
れ
、
整
理
後
の
デ
ー
タ
と

生
デ
ー
タ
の
共
有
を
県
に
確
認
し
て

い
ま
す
が
、
回
答
数
が
１
１
０
０
件

程
度
で
居
住
地
や
年
齢
層
に
偏
り
が

大
き
い
た
め
、
市
と
協
議
す
る
上
で

は
サ
ン
プ
ル
が
不
十
分
と
県
は
考
え

て
い
ま
す
。
県
民
対
象
の
ネ
ッ
ト
リ

サ
ー
チ
を
追
加
実
施
す
る
と
聞
い
て

お
り
、
結
果
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と

併
せ
て
整
理
し
、
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
の
修
正
案
を
取
り
ま
と
め
て
、
市

と
協
議
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
説
明
会
で
は
、
発
言
者
の

９
割
以
上
が
反
対
意
見
で
し
た
。
説

明
会
に
参
加
し
、
資
料
を
よ
く
読
み

込
み
、
か
つ
洞
峰
公
園
を
活
用
す
る

県
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、

回
答
者
に
偏
り
が
あ
る
た
め
２
回
目

の
調
査
を
行
う
と
い
う
県
の
理
由
は

元
年
度
79
頭
、
令
和
２
年
度
２
４
３

頭
、
令
和
３
年
度
２
０
６
頭
、
令
和

４
年
度
は
、
９
月
15
日
現
在
２
０
０

頭
で
前
年
度
の
実
績
を
上
回
る
見
込

み
で
す
。
主
な
被
害
は
、
ス
イ
カ
な

ど
の
農
業
被
害
が
約
６
割
、
家
屋
侵

入
な
ど
の
生
活
環
境
被
害
が
約
４
割

で
す
。
捕
獲
用
箱
わ
な
は
、
前
年
度

よ
り
増
や
し
た
34
基
で
対
応
し
て
お

り
、
貸
し
出
し
時
は
、
ア
ラ
イ
グ
マ

の
特
性
や
適
正
な
設
置
方
法
な
ど
を

説
明
し
て
い
ま
す
。
捕
獲
後
は
、
週

２
回
市
職
員
が
回
収
し
、
土
浦
市
の

県
南
県
民
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
し
ま
す
。

箱
わ
な
の
貸
し
出
し
は
無
料
で
、
１

回
当
た
り
２
週
間
、
希
望
者
に
は
期

間
を
延
長
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
希
望
が
集
中
す
る
時
期
は

箱
わ
な
が
不
足
す
る
の
で
、
追
加
購

入
な
ど
を
検
討
し
、
今
後
の
貸
し
出

し
希
望
へ
の
対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
県
の
第
３
次
ア
ラ
イ
グ
マ

防
除
実
施
計
画
で
、つ
く
ば
市
は「
重

点
防
除
対
応
地
域
」
と
位
置
づ
け
さ

れ
て
い
ま
す
。
被
害
軽
減
と
分
布
域

拡
大
の
防
止
、
今
後
個
体
が
繁
殖
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
積
極
的
な
被

害
対
策
の
取
り
組
み
を
要
望
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、観
光
行
政
、日
本
酒・

ワ
イ
ン
な
ど
の
地
酒
振
興
に
向
け
た

取
り
組
み
、
イ
ノ
シ
シ
対
策
と
ジ
ビ

エ
活
用
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

木き
む
ら村　
修し
ゅ
う
じ寿　

議
員

　
洞
峰
公
園
改
修
は
市
民
意
見
第
一
で

　
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
被
害
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み

　
（
仮
称
）
つ
く
ば
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
事
業
に
つ
い
て

　
ス
ズ
メ
バ
チ
対
策
と
し
て
学
校
に
網
戸
設
置
を
！

ら
料
金
所
ま
で
の
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日

本
事
業
区
間
と
料
金
所
か
ら
一
般
道

ま
で
の
市
事
業
区
間
を
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

東
日
本
が
一
体
的
に
施
工
す
る
の
で
、

工
事
の
進
捗
に
合
わ
せ
、
料
金
所
や

道
路
照
明
な
ど
の
施
設
関
連
工
事
を

令
和
５
年
度
上
半
期
に
発
注
予
定
で

す
。
②
（
仮
称
）
つ
く
ば
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
が
接
続
す
る
主
要
地
方
道
つ
く

ば
真
岡
線
と
一
般
県
道
土
浦
坂
東
線

の
２
カ
所
の
交
差
点
は
、
市
が
事
業

主
体
で
改
良
工
事
を
行
う
た
め
、
現

在
関
係
機
関
と
協
議
し
設
計
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日

校
と
協
議
す
る
際
に
話
し
合
い
ま
し

た
。
ま
た
、
学
校
に
対
し
て
修
繕
要

望
書
の
依
頼
の
周
知
を
す
る
際
は
、

網
戸
に
つ
い
て
も
例
に
挙
げ
て
い
ま

す
が
、
網
戸
設
置
を
要
望
す
る
学
校

が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
市
Ｐ
連

か
ら
の
要
望
に
関
し
、
具
体
的
に
ど

こ
の
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
網
戸
設
置

の
要
望
が
あ
っ
た
か
は
把
握
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
学
校
に
対
し
て

市
Ｐ
連
か
ら
の
要
望
を
直
接
伝
え
て

は
お
ら
ず
、
個
別
協
議
は
し
て
い
ま

せ
ん
。
③
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
網
戸
設
置
の

要
望
が
出
て
い
る
学
校
に
関
し
て
は
、

網
戸
設
置
の
必
要
性
に
つ
い
て
早
急

に
各
学
校
と
個
別
に
協
議
し
、
令
和

４
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

申
請
に
間
に
合
う
よ
う
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
網
戸
設
置
の

要
望
が
無
か
っ
た
学
校
に
つ
い
て
も
、

状
況
を
よ
く
把
握
す
る
必
要
性
が
あ

る
の
で
、
令
和
４
年
11
月
に
行
わ
れ

る
校
長
会
な
ど
を
通
じ
て
周
知
し
、

協
議
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
病
児
保
育
施
設
の
空

き
情
報
の
提
供
、
学
校
に
お
け
る

プ
ー
ル
清
掃
お
よ
び
学
校
経
費
の
負

担
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

つ
く
ば
チ
ェ
ン
ジ

チ
ャ
レ
ン
ジ

川か
わ
く
ぼ

久
保　
皆み
な
み実　

議
員

要
望

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

日
本
共
産
党

つ
く
ば
市
議
団

自
民
党
政
清
ク
ラ
ブ

答
弁

答
弁

神か
み
や谷　
大だ
い
ぞ
う蔵　

議
員

つ
く
ば
自
民
党
・

新
し
い
風

山や
ま
な
か中　

真ま
ゆ
み弓　

議
員

要
望

＊つくば市ＰＴＡ連絡協議会

＊

質
問

答
弁

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（仮仮称称））つつくくばばススママーートトイインンタターーチチェェンンジジのの接接続続計計画画  

一一般般県県道道  土土浦浦坂坂東東線線  

主主要要地地方方道道  つつくくばば真真岡岡線線  

至
常総ＩＣ

至
つくば中央ＩＣ

一般県道
土浦坂東線

主要地方道
つくば真岡線

圏央道

（仮称）つくばスマートＩＣの接続計画
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状
態
の
維
持
や
安
全
性
の
確
保
に
努

め
ま
す
。
Ｔ
Ｘ
沿
線
開
発
地
域
へ
の

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
新
設
に
は
、
定

住
人
口
が
増
加
し
て
い
る
中
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
を
整
備
す
る
必

要
性
は
認
識
し
て
お
り
、
現
在
、
庁

内
関
係
部
署
に
よ
り
調
整
会
議
を
行

い
、
施
設
整
備
の
考
え
方
に
つ
い
て

整
理
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
公
立
保
育
所
の
会
計

年
度
職
員
の
処
遇
改
善
・
改
正
新
耐

震
基
準
を
満
た
さ
な
い
施
設
の
整
備

方
針
・
医
療
的
ケ
ア
児
の
受
け
入
れ
、

安
心
で
き
る
老
後
の
施
設
整
備
計
画
、

地
区
相
談
セ
ン
タ
ー
の
今
後
、
高
エ

ネ
研
南
側
未
利
用
地
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

質
疑　
　
市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
場
で
あ
る
交
流
セ
ン
タ
ー
改
修
に

関
わ
る
長
寿
命
化
計
画
、
Ｔ
Ｘ
沿
線

開
発
地
域
へ
の
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
島
名
交
流
セ

ン
タ
ー
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
活

用
し
、
予
約
を
取
る
の
が
大
変
だ
と

聞
い
て
い
ま
す
。
香
取
台
小
学
校
の

新
設
で
地
域
に
開
か
れ
た
会
議
室
を

用
意
す
る
よ
う
で
す
が
、
必
要
な

ホ
ー
ル
や
調
理
室
な
ど
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
本
共
産
党
つ
く
ば
市
委
員
会

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
要
望
が
多
数
寄

で
不
適
合
項
目
が
あ
れ
ば
、
つ
く
ば

保
健
所
の
指
導
な
ど
が
あ
る
の
で
、

組
合
や
つ
く
ば
保
健
所
と
連
携
を
密

に
し
、
組
合
へ
の
研
修
会
の
内
容
充

実
な
ど
簡
易
水
道
利
用
者
の
健
康
管

理
に
努
め
ま
す
。
③
未
整
備
地
区
を

早
期
に
整
備
す
べ
き
で
あ
り
、
必
要

な
財
源
、
整
備
担
当
職
員
の
確
保
に

努
め
、
上
水
道
未
整
備
地
域
の
幹
線

整
備
事
業
を
推
進
し
、
幹
線
整
備
後

の
面
整
備
事
業
の
迅
速
化
が
必
要
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
早
期
上
水
道
整
備
と
、
そ

れ
ま
で
の
簡
易
水
道
組
合
維
持
管
理

費
・
水
質
検
査
費
を
、
市
で
全
額
費

用
負
担
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
陸
上
競
技
場
の
上
郷

高
校
跡
地
へ
の
整
備
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

質
疑　
　
日
本
で
は
肝
炎
の
多
く
が

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
中
で
も
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
の
患
者
・
感
染
者
は
合

わ
せ
て
３
０
０
万
人
を
超
え
て
お
り
、

国
内
最
大
の
感
染
症
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
診
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
対
象
者
は
40
歳
か
ら
70
歳
ま
で

で
す
。①
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
早
期
発
見・

早
期
治
療
に
向
け
て
個
別
勧
奨
の
強

化
お
よ
び
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
整

備
の
取
り
組
み
、
②
年
齢
上
限
無
し
、

全
年
齢
無
料
化
の
取
り
組
み
に
つ
い

　
　
　
　
私
の
と
こ
ろ
に
市
民
か
ら

要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
内
容

は
「
子
ど
も
た
ち
の
ト
イ
レ
が
和
式

で
暗
い
。
気
温
が
30
度
超
え
で
外
遊

び
で
き
な
い
日
、
図
書
室
で
本
を
読

ん
で
過
ご
せ
た
ら
良
い
の
に
と
考
え

る
の
で
す
が
、
そ
の
図
書
室
に
ク
ー

ラ
ー
は
付
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

驚
き
ま
し
た
。
野
積
み
さ
れ
た
落
ち

葉
を
見
る
と
、
衛
生
面
が
気
に
な
り

ま
し
た
。」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
ま

し
た
が
事
実
で
す
か
。
事
実
な
ら
ば

ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
き
ま
し
た
か
。

　
　
　
　
各
学
校
の
ト
イ
レ
は
、
国

　
　
　
　
上
水
道
整
備
は
市
民
の
生

活
の
安
心
・
安
定
を
支
え
る
社
会
保

障
で
保
健
医
療
・
公
衆
衛
生
に
お
い

て
大
切
で
す
。
し
か
し
、
上
水
道
普

及
率
は
県
の
上
水
道
普
及
率
と
比
較

し
て
低
い
状
況
で
す
。
未
だ
に
生
活

水
が
茶
色
く
濁
り
匂
い
の
す
る
地
域

が
あ
り
ま
す
。
上
水
道
整
備
に
関
し
、

①
上
水
道
整
備
状
況
、
②
簡
易
水
道

の
維
持
管
理
、
③
上
水
道
整
備
の
格

差
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
①
令
和
３
年
度
末
の
市
全

体
で
の
上
水
道
給
水
世
帯
数
は
10
万

５
１
４
７
世
帯
、
未
給
水
世
帯
数
は

９
９
９
６
世
帯
で
、
給
水
世
帯
割
合

は
91
・
３
％
で
す
。
未
整
備
地
区
の

解
消
の
た
め
に
も
、
今
は
計
画
的
な

整
備
進
行
が
重
要
で
す
。
簡
易
水
道

組
合
の
負
担
や
不
安
の
軽
減
の
た
め

に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
耳
を
傾

け
支
援
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。
②
維

持
管
理
は
簡
易
水
道
組
合
が
行
い
、

市
は
衛
生
管
理
向
上
や
老
朽
化
対
策

に
対
し
補
助
し
て
い
ま
す
。
経
年
劣

化
な
ど
で
の
修
繕
を
想
定
し
、
各
組

合
の
現
状
や
課
題
を
調
査
し
て
補
助

額
見
直
し
や
補
助
項
目
追
加
な
ど
を

検
討
し
ま
す
。
月
１
回
の
水
質
検
査

て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
①
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の

受
診
促
進
の
た
め
、
個
別
通
知
で
の

受
診
勧
奨
を
推
進
し
て
お
り
、
今
年

度
の
秋
の
集
団
健
診
か
ら
、
未
受
診

者
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
必
要
性

の
啓
発
や
受
診
勧
奨
な
ど
を
行
う
予

定
で
す
。
検
査
で
陽
性
ま
た
は
要
精

密
検
査
判
定
の
方
に
は
、
検
査
後
の

精
密
検
査
の
受
診
状
況
や
診
療
状
況

な
ど
を
確
認
し
、
未
受
診
者
は
、
電

話
な
ど
で
個
別
に
精
密
検
査
の
受
診

や
適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

②
現
在
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は
40

歳
か
ら
70
歳
ま
で
を
対
象
に
実
施
し
、

５
歳
刻
み
の
節
目
年
齢
が
無
料
で
す
。

な
お
、
検
査
対
象
外
の
方
で
希
望
者

に
は
、
無
料
の
県
の
検
査
を
案
内
し

て
い
ま
す
。
未
受
診
者
に
は
、
対
象

年
齢
で
あ
る
70
歳
以
上
の
方
も
い
る

の
で
、
対
象
年
齢
の
上
限
は
、
市
民

ニ
ー
ズ
や
他
自
治
体
の
状
況
な
ど
を

参
考
に
今
後
検
討
し
ま
す
。
全
年
齢

の
無
料
化
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
重
要
と
い
う
意
味
で
、
ま
ず
は

検
診
の
開
始
年
齢
の
40
歳
の
方
を
重

点
的
に
勧
奨
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
申
請
機
会
拡
大
・
交
付
拡
大
・
利

活
用
の
取
り
組
み
、
非
常
勤
職
員
の

副
業
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
上
水
道
整
備
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
一
生
に
一
度
は
肝
炎
検
査
を
！

　
Ｔ
Ｘ
沿
線
地
域
に
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
一
歩
前
進
！

　
谷
田
部
南
小
学
校
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

　
　
　
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
長
寿
命
化
計
画
に
つ
い
て
は
、
施

設
の
劣
化
や
損
傷
な
ど
の
老
朽
化

の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
た
上
で
、

優
先
順
位
付
け
や
予
算
の
平
準
化
、

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
な
ど
を
目

的
に
、
昨
年
度
「
つ
く
ば
市
市
民
文

化
系
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
計
画
に

基
づ
き
、
長
寿
命
化
改
修
や
大
規
模

改
修
を
進
め
、
効
果
的
、
効
率
的
に

施
設
の
長
寿
命
化
を
図
り
、
良
好
な

の
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
を
利

用
し
、
毎
年
度
、
小
中
学
校
そ
れ
ぞ

れ
１
校
の
改
修
工
事
を
進
め
て
お
り
、

今
年
度
で
中
学
校
の
改
修
工
事
が
終

了
し
ま
す
。
谷
田
部
南
小
学
校
の
改

修
工
事
は
、
令
和
５
年
度
に
設
計
を

行
い
、
令
和
６
年
度
に
実
施
予
定
で

す
。
エ
ア
コ
ン
整
備
は
、
今
年
度
で

中
学
校
の
特
別
教
室
へ
の
設
置
が
完

了
し
ま
す
。
小
学
校
特
別
教
室
へ
の

設
置
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
３
カ
年

の
計
画
で
、
谷
田
部
南
小
学
校
は
令

和
７
年
度
に
実
施
予
定
で
す
。
草
木

の
処
分
は
、
植
栽
の
剪
定
や
伐
採
を

業
者
に
委
託
し
た
場
合
、
そ
の
業
者

が
処
分
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
谷
田

部
南
小
学
校
の
ケ
ー
ス
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
学
校
で
除
草
し
た
草
木
で
あ
る
た

め
、
児
童
の
活
動
に
支
障
の
な
い
緑

地
帯
に
仮
置
き
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
整
備

を
急
い
で
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
内
に
県
立
高
校
が

少
な
い
「
高
校
難
民
」
問
題
、
市
内

へ
移
住
を
希
望
も
し
く
は
住
宅
を
新

築
し
よ
う
と
す
る
人
た
ち
へ
区
域
指

定
に
よ
る
宅
地
開
発
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

清
郷
会

答
弁

橋は
し
も
と本　

佳け
い
こ子　

議
員

日
本
共
産
党

つ
く
ば
市
議
団

塩し
お
た田　

尚ひ
さ
し　

議
員

山
中
八
策
の
会

木き
む
ら村　

清き
よ
た
か隆　

議
員

浜は
ま
な
か中　

勝か
つ
み美　

議
員

公
明
党
つ
く
ば

要
望

要
望
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減
と
担
い
手
育
成
の
た
め
、「
ふ
れ

あ
い
相
談
員
」
の
増
員
を
進
め
て
い

ま
す
。
認
知
症
の
理
解
が
不
十
分
な

こ
と
に
対
し
、
認
知
症
に
つ
い
て
の

動
画
配
信
や
、
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
の
全
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

配
置
を
し
ま
し
た
。
今
後
、
専
門
部

会
で
の
議
論
を
個
別
施
策
に
反
映
し
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
効
果
的
に
基

本
施
策
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
　
こ
の
施
策
は
範
囲
が
広
く
、

重
層
的
な
内
容
で
す
。
着
実
な
推
進

を
要
望
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
戦
略
プ
ラ
ン
の
全

体
的
な
進
行
管
理
、
市
民
と
共
に
創

る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
つ
く
ば
な

ら
で
は
の
街
並
み
や
体
験
の
創
出
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
市
戦
略
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、

「
２
０
３
０
年
の
未
来
像
」
実
現
に

向
け
て
逆
算
思
考
で
、
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。「
地

域
が
支
え
合
い
、
医
療
、
介
護
、
福

祉
が
充
実
し
た
ま
ち
を
つ
く
る
」
こ

と
に
つ
い
て
、
①
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
認
知
度
向
上
に
対
す
る
具
体

策
、
②
市
内
小
中
学
校
で
実
施
し
て

い
る
高
齢
者
疑
似
体
験
講
座
の
状

況
、
③
２
０
３
０
年
の
未
来
像
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
挙
げ
ら
れ
た
課
題
解
決

の
た
め
の
戦
略
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
①
保
健
師
の
高
齢
者
の
実

で
の
里
山
林
整
備
推
進
事
業
に
よ
る

整
備
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
　
森
林
環
境
税
お
よ
び
森
林

環
境
譲
与
税
の
概
要
に
災
害
防
止
を

図
る
た
め
と
記
載
が
あ
る
こ
と
を
鑑

み
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
直
下
に

住
居
が
あ
る
急
傾
斜
地
の
森
林
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
森
林
環
境
譲
与
税

の
枠
組
み
の
中
で 

市
が
適
正
な
森

林
の
整
備
の
他
に
、
維
持
・
管
理
も

で
き
る
よ
う
再
検
討
を
要
望
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
部
活
動
の
地
域
移
行

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

質
疑　
　
台
風
の
巨
大
化
や
ゲ
リ
ラ

豪
雨
の
発
生
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
予
想
を
超

え
た
被
害
が
各
地
で
出
て
お
り
、
危

険
を
回
避
し
住
民
の
安
全
確
保
の
た

め
、
災
害
発
生
時
の
避
難
体
制
と
情

報
伝
達
手
段
の
確
立
が
重
要
で
す
。

①
避
難
所
が
遠
く
て
自
力
で
行
け
な

い
方
へ
の
対
応
、
②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
を
所
有
し
て
い
な
い
方
へ
の

情
報
伝
達
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
①
地
域
で
支
え
合
う
共
助

の
仕
組
み
が
重
要
と
考
え
、
地
域
に

よ
る
共
助
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

　
　
　
　
常
磐
自
動
車
道
の
大
久
保

橋
付
近
で
、
上
広
岡
地
域
と
下
広
岡

地
域
の
境
部
分
が
数
年
前
に
大
雨
に

よ
り
地
滑
り
し
、
改
修
工
事
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
下
広
岡
地
域

の
道
路
改
修
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
　
　
　

大
久
保
橋
付
近
の
市
道

法の
り
め
ん面
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
10
月

25
日
の
大
雨
に
よ
り
法
面
が
崩
落
し
、

さ
ら
な
る
法
面
崩
落
の
危
険
性
が

あ
っ
た
た
め
、
通
行
止
め
を
行
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
当
該
路
線
は
、
近

隣
住
民
の
生
活
道
路
と
し
て
の
利
用

　
　
　
　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
直

下
に
、
住
居
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る

家
屋
が
あ
る
急
傾
斜
地
の
森
林
整
備

に
つ
い
て
、
災
害
防
止
の
見
地
も
含

め
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
身
近
な
み
ど
り
整
備
推
進

事
業
と
、
そ
の
後
継
事
業
で
あ
る
里

山
林
整
備
推
進
事
業
の
整
備
後
の
管

理
に
つ
い
て
は
、
市
で
の
整
備
後
10

年
間
は
、
市
と
森
林
所
有
者
が
締
結

し
た
「
保
全
に
関
す
る
協
定
書
」
に

基
づ
き
、
森
林
所
有
者
が
維
持
管
理

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
管

理
が
実
施
さ
れ
ず
荒
廃
し
て
い
る
場

合
は
、
市
が
森
林
所
有
者
に
対
し
て

適
正
管
理
を
促
し
ま
す
。
な
お
、
相

続
な
ど
に
よ
り
所
有
者
が
変
更
と

な
っ
た
場
合
は
、
当
初
の
協
定
内
容

を
引
き
継
ぎ
、
速
や
か
に
新
し
い
森

林
所
有
者
と
協
定
を
締
結
し
、
森
林

の
維
持
管
理
を
継
続
し
ま
す
。
土
砂

災
害
警
戒
区
域
に
あ
る
森
林
を
整
備

す
る
場
合
、
土
砂
災
害
の
危
険
性
が

高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
土
砂

災
害
地
区
域
を
指
定
し
て
い
る
県
に

確
認
す
る
と
と
も
に
、
森
林
組
合
な

ど
の
専
門
家
に
よ
る
森
林
調
査
を
実

施
し
、
安
全
性
が
確
保
で
き
る
範
囲

た
め
、
災
害
リ
ス
ク
の
高
い
地
域
で
、

情
報
の
伝
達
や
避
難
方
法
な
ど
を
地

域
住
民
で
作
る
地
区
防
災
計
画
の
策

定
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
土
砂
災

害
警
戒
区
域
の
筑
波
山
麓
10
地
区
で

支
援
・
策
定
し
ま
し
た
が
、
今
後
は

洪
水
浸
水
想
定
区
域
な
ど
の
地
域
で

も
地
区
防
災
計
画
の
策
定
を
支
援
し

ま
す
。
②
国
が
進
め
る
、
離
れ
て
暮

ら
す
家
族
な
ど
か
ら
電
話
で
避
難
を

呼
び
か
け
る「
逃
げ
な
き
ゃ
コ
ー
ル
」

や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ー
タ
放
送
の
活
用
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
、
出
前
講

座
な
ど
で
今
後
も
周
知
し
ま
す
。

　
　
　
　
防
災
無
線
が
聞
き
づ
ら
い

こ
と
の
対
応
と
し
て
、
戸
別
受
信
機

の
利
用
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い

ま
す
か
。

　
　
　
　
他
自
治
体
で
は
、
戸
別
受

信
機
に
よ
る
対
応
も
あ
り
ま
す
が
、

つ
く
ば
市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
の

方
式
が
異
な
り
、
設
置
に
当
た
っ
て

個
人
宅
お
の
お
の
に
外
部
ア
ン
テ
ナ

を
設
置
す
る
工
事
が
必
要
と
な
る
た

め
、
整
備
は
難
し
い
状
況
で
す
。
今

後
、
防
災
行
政
無
線
の
更
新
時
に
は
、

他
自
治
体
の
事
例
も
参
考
に
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
県
の
洞
峰
公
園
整
備

運
営
事
業
、子
育
て
支
援
新
制
度「
利

用
者
支
援
事
業
基
本
型
」
開
始
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

山や
ま
も
と本　
美み

わ和　
議
員

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
に
つ
い
て

　
市
民
に
届
い
て
い
な
い
つ
く
ば
市
の
防
災
対
策

　
逆
算
思
考
で
２
０
３
０
年
の
未
来
像
の
実
現
を

　
道
路
行
政
に
つ
い
て

態
把
握
訪
問
や
、
在
宅
医
療
や
認
知

症
へ
の
対
応
の
動
画
配
信
で
情
報
提

供
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
は
小

学
生
が
い
る
親
子
向
け
に
、「
お
じ

い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
大
好
き
だ

よ
！
教
室
」
や
、
親
の
介
護
が
必
要

な
世
代
向
け
に
「
介
護
に
つ
い
て

も
っ
と
知
ろ
う
」
講
座
を
夜
間
帯
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
②
高
齢
者
疑
似

体
験
の
他
、
身
体
や
目
、
耳
の
障
害

な
ど
の
疑
似
体
験
や
支
援
方
法
の
講

座
を
実
施
し
、
令
和
３
年
度
は
11
回

の
講
座
で
３
５
３
名
の
児
童
が
受
講

し
ま
し
た
。
③
民
生
委
員
の
負
担
軽

が
多
く
、
市
民
生
活
へ
の
影
響
が
大

き
い
と
判
断
し
、
さ
ら
な
る
法
面
崩

落
を
防
ぐ
対
策
と
し
て
、
大
型
土
の

う
な
ど
で
法
面
を
補
強
す
る
応
急
工

事
を
行
い
、
通
行
に
支
障
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
後
、
通
行
止
め
を
解

除
し
ま
し
た
。
法
面
の
復
旧
に
向

け
、
令
和
２
年
度
に
測
量
設
計
を
行

い
、
令
和
３
年
度
に
復
旧
工
事
を
行

う
予
定
で
し
た
が
、
近
接
す
る
法
面

の
保
護
も
含
め
、
さ
ら
に
強
固
な
も

の
と
す
る
た
め
、
擁よ

う
へ
き壁
を
設
置
す
る

設
計
に
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と
に
よ

り
時
間
を
要
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

は
、
令
和
４
年
度
に
近
接
す
る
法
面

を
含
め
た
擁
壁
設
置
の
た
め
の
測
量

設
計
を
行
い
、
令
和
５
年
度
に
復
旧

工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
首

相
の
再
稼
働
発
言
と
東
海
第
二
原
発

の
事
故
を
想
定
し
た
広
域
避
難
計
画
、

障
害
者
支
援
政
策
、
つ
く
ば
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

新
社
会
党
つ
く
ば

答
弁

金か
ね
こ子　

和か
ず
お雄　

議
員

小お

の野　
泰や
す
ひ
ろ宏　

議
員

創
生
ク
ラ
ブ

高た
か
の野　

文ふ
み
お男　

議
員

公
明
党
つ
く
ば

答
弁

質
問

要
望

公
明
党
つ
く
ば

要
望
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し
て
改
修
し
た
こ
と
か
ら
通
り
ൈ
け

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
カ
フ
ェ
の


に
୭
で
も
通
り
ൈ
け
可
能
な
出

入
り
ޱ
を
新
た
に
設
け
て
い
る
の

で
、
広
場
利
用
者
の
利
ศ
ੑ
は
֬
อ

で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
が
、
ं
Ҝ
子
や
ϕ
ビ
ー

カ
ー
が
広
場
を
利
用
す
る
に
は
不
ศ

な
構
造
で
あ
る
こ
と
は
ೝ
識
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
公
共
施
設
部
分
の
改

修
で
新
た
な
Τ
レ
ϕ
ー
タ
ー
の
新
設

な
ど
に
よ
り
、
公
共
施
設
改
修
後
は

ビ
ル
શ
体
の
利
ศ
ੑ
向
上
は
図
ら
れ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
΄
か
、
コ
ー
ν
ン
グ
研
修
、

高
Τ
ネ
研
ೆ
ଆ
未
利
用
地
、
ޗ
࠺
ೋ

ஸ
目
７
̌
֗
区
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

質
疑　
　
ᶃ
ݱ
ࡏ
ͷ
Τ
Ϩ
ϕ
ồ
λ
ồ


ं
Ҝ
ࢠ

ϕ
Ϗ
ồ
Χ
ồ
ͷ
ํ
͕
ར

༻
͢
Δ
ʹ

ڱ
͢
͗
·
͢
Ố
·
ͨ
ỏ

৽
ઃ
ͷ
Τ
Ϩ
ϕ
ồ
λ
ồ

ڱ
͘
ỏ
ඇ

ৗ
ʹ
ݟ
ͭ
͚
ͮ
Β
͍
Ґ
ஔ
ʹ
͋
Γ
·

͢
Ố
ط
ઃ
Τ
Ϩ
ϕ
ồ
λ
ồ
ͷ
容
ੵ
Λ


͏
গ
͠

͘
͢
Δ
Ҋ

͋
Γ
·
ͤ

Μ
͔
Ố
ᶄ
Ϗ
Ξ
Χ
ϑ
ỻ
ԣ
ͷ
ϝ
Π
ϯ

ೖ
ޱ
͕
ด

͞
Ε
ͯ
͍
Δ
ͨ
Ί
ỏ
ೆ

̎
ற
ं
場
ར
༻
ऀ


場
Λ
ൈ
͚
ͨ

͘
ͯ

ڱ
͍
࿓
Լ
Λ
ճ
Β
ͳ
͚
Ε


ͳ
Γ
·
ͤ
Μ
Ố
Ϗ
Ξ
Χ
ϑ
ỻ
ͷ
ೖ
ޱ

͔
Β
ೖ
Δ
ͷ

ؾ
͕
Ҿ
͚
Δ
্
ʹ
ỏ

υ
Ξ
Λ


͠
͔
։
͚
ͯ
͍
ͳ
͍
ͨ

で
、
ௐ
ࠪ
対

者
の
57
ˋ
が
10
年
Ҏ

上
ͻ
き
こ
も
り
の
状
態
で
あ
る
な
ど

長
期
Խ

向
が
明
ら
か
に
な
り
、
ૣ

期
発
見
・
ૣ
期
支
援
が
重
要
で
す
。

ͻ
き
こ
も
り
相
談
૭
ޱ
の
ೝ
知
度
向

上
に
向
け
、
Ҿ
き
続
き
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
̨
̣
̨
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど

に
よ
る
प
知
や
ߨ
ԋ
会
の
実
施
な
ど

に
、
よ
り
一

取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
ࢢ
Ͱ

̎
ઍ
ਓ
ఔ
ͷ
ͻ
͖

͜

Γ
ͷ
Մ

ੑ
͕
͋
Γ
·
͢
Ố
Ҿ

͖
ଓ
͖
ͷ
࣮
ଶ


Ѳ
ỏ
Ұ
ຊ
Խ
͠
ͨ

૬
ஊ
૭
ޱ
ઃ
ஔ
ỏ

ࢧ
ԉ
ͷ
શ
ମ
ܭ
ը

ͷ
࡞

Λ
ر

͠

·
͢
Ố

こ
の
΄
か
、
ಎ
ๆ
公
Ԃ
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

࣭
　ٙ
　
ֶ
ߍ
࢘
ॻ
ͷ
ۈ

ʹ
ؔ
͠

ͯ

ỏ
प
ล
ࣗ
࣏
ମ
Ͱ

ࣇ
ಐ
ɾ
ੜ

ె

ʹ
ؔ
Θ
Β
ͣ
ि
̑
日
ۈ

ͱ

ͳ
ỳ
ͯ
͍
·
͢
Ố
ࢢ
Ͱ

ủ
࢘
ॻ
ڭ

་
ิ
ॿ
һ
Ứ
ͷ
ۈ

࣌
ؒ
Λ
খ
ֶ
ߍ

Ͱ

ࣇ
ಐ

ʹ
Ԡ
͡
ͨ
日

ỏ
த
ֶ

ߍ
Ͱ

ि
̍
ճ
̎
࣌
ؒ
ͱ
͠
ͯ
͍
·

͢
͕
ỏ
ͦ
ͷ
ۀ

内
容
Λ

͍
·
͢
Ố

　
　
　
　
小
学
校
で
は
、
児
童
数
が

増
加
す
れ
ば
来
館
者
数
も
増
加
し
、

業

が
ଟ
く
な
る
状
گ
を
౿
ま
え
、

学
校
ن

に
Ԡ
じ
た

置
ج
४
と
し

て
い
ま
す
。
中
学
校
に
は
生
徒
で
構

成
さ
れ
る
図
ॻ
委
員
会
が
あ
り
、
࢘

　
　
　
　
ൃ
ୡ
ো

ͷ
Մ

ੑ
ͷ
͋

Δ
ࢠ
Ͳ


ͷ
ڭ
ҭ
ͷ
ࡏ
Γ
ํ
ʹ
ͭ

͍
ͯ

͍
·
͢
Ố

　
　
　
　
発
達
障
害
の
可
能
ੑ
の
あ

る
児
童
生
徒
に
対
し
、
学
校
や
อ
ޢ

者
か
ら
相
談
を
受
け
、
市
の
୲

者

が
त
業
参
؍
で
状
態
を

Ѳ
し
て
学

校
と
ケ
ー
ス
会
ٞ
な
ど
を
行
い
、
ద


な
支
援
方
法
を
学
校
、
อ
ޢ
者
と

共
༗
し
て
い
ま
す
。
อ
ޢ
者
や
学
校

か
ら
の
要

で
、
市
が
発
達
ݕ
ࠪ
を

行
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
結
Ռ
か
ら

児
童
生
徒
の
ಛ
ੑ
や
発
達
状
گ
を
৺

理
࢜
が
中
৺
と
な
っ
て
分
ੳ
し
、
教

　
　
　
　
ࠃ
ͷ
ௐ
ࠪ
Ͱ
ͻ
͖
͜

Γ


શ
ࠃ
Ͱ
̍
̍
̑
ສ
ਓ
Λ

͑
Δ
ͱ

ਪ
ܭ
͞
Ε
ͯ
͍
·
͢
Ố
հ
ޢ
ͳ
Ͳ
͕

ඞ
ཁ
ͳ
ߴ
ྸ
ऀ
͔
Β

Ҭ
แ
ׅ
ࢧ
ԉ

η
ϯ
λ
ồ

ͷ
૬
ஊ
Λ
͖
ỳ
͔
͚
ʹ
ỏ

ͻ
͖
͜

Γ
͕
ݟ
ͭ
͔
Δ
͜
ͱ
͕
ଟ

͍
ͱ
ฉ
͖
·
͢
Ố
ࢢ
ͷ
ͻ
͖
͜

Γ

ͷ
૬
ஊ
ड

ͱ
ࢧ
ԉ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

͍

·
͢
Ố

　
　
　
　
相
談
内
容
が
ଟ
ذ
に
わ
た

る
た
め
、ி
内
関

部
ॺ
と
の
連
携・

ڠ
力
に
よ
り
、
相
談
内
容
に
Ԡ
じ
た

ద

な
相
談
૭
ޱ
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。
令
和
元
年
度
か
ら
、
ி
内
関


部
ॺ
に
よ
る
「
ͻ
き
こ
も
り
対
策
会

ٞ
」
を
実
施
し
、
現
状
や
課
題
を
共

༗
し
、
連
携
・
ڠ
力
体
制
を
ڧ
Խ
し

て
お
り
、
令
和
３
年
度
は
本
会
ٞ
を

̒
回
実
施
し
ま
し
た
。
民
間
支
援
ஂ

体
と
も
情
報
共
༗
し
、
ब
࿑
支
援
の

ࡏ
り
方
の
ݕ
౼
を
重
Ͷ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ἒ
城
県
ͻ
き
こ
も
り
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
や
つ
く
ば
อ
݈
所
と
連

携
・
ڠ
力
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
ủ
ͻ
͖
͜

Γ

ʹ
ؔ
͢

Δ
࣮
ଶ
ௐ
ࠪ
Ứ
Λ
Ͳ
͏

ੳ
͠
ỏ
՝


ʹ
ର
ॲ
͠
ͯ
͍
·
͢
͔
Ố

　
　
　
　
令
和
̎
年
度
の
実
態
ௐ
ࠪ

ॻ
教
諭
の
指
導
の
下
、
学
校
図
ॻ
館

に
関
す
る
ଟ
く
の
業

を
図
ॻ
委
員

が
୲
っ
て
い
ま
す
。
図
ॻ
委
員
会
は
、

ି
し
出
し
業

や
図
ॻ
の
管
理
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
શ
て

の
業

を
図
ॻ
委
員
が

う
こ
と
は

で
き
ͣ
、
࢘
ॻ
教
諭
や
補
助
員
で
な

け
れ
ば
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
登


、
ഇ
غ
、
発

な
ど
の
事

手
続

業

Ҏ
֎
は
、
委
員
会
の
生
徒
も
共

に
行
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
中

学
校
の
࢘
ॻ
教
諭
補
助
員
に
は
、
࢘

ॻ
教
諭
や
図
ॻ
委
員
の
サ
ポ
ー
ト
と

し
て
の

ׂ
を
期

し
て
い
ま
す
。
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学
校
図
ॻ
館
࢘
ॻ
教
諭
補

助
員
の
ଟ
く
は
、
補
助
員
と
い
う


に
と
ら
わ
れ
ͣ
、
よ
り
良
い
業

を

ٻ
め
努
力
し
て
く
れ
て
い
る
と
ଊ
え

て
い
ま
す
。
学
校
図
ॻ
館
࢘
ॻ
教
諭

補
助
員
の
໊
শ
に
つ
い
て
は
、
現
ࡏ

の
業

内
容
と
ۈ

状
گ
を
౿
ま
え

な
が
ら
、
今
後
、
Ҿ
き
続
き
ݕ
౼
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
΄
か
、
学
校
څ
食
に
༗
機
食

材
を
取
り
入
れ
る
施
策
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。
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ᶃ
つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
広
場

の
ط
設
Τ
レ
ϕ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

চ
面
積
を
広
く
す
る
ܭ
ը
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
視
ೝ
ੑ
を
高
め
る
た
め
、

現
ࡏ
֎
น
が
ಁ
明
な
北
ଆ
に
つ
い
て
、

Τ
レ
ϕ
ー
タ
ー
本
体
に
૭
を
設
け
て
、

֎
部
か
ら
Τ
レ
ϕ
ー
タ
ー
の
内
部
が

見
え
る
よ
う
に
改
修
し
ま
す
。
ᶄ
つ

く
ば
セ
ン
タ
ー
広
場
東
ଆ
の
出
入
り

ޱ
は
、
つ
く
ば
ま
ち
な
か
デ
β
イ
ン

ג
ࣜ
会
ࣾ
が
広
場
と
一
体
と
な
っ
て


用
で
き
る
イ
ϕ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と

育
的
ニ
ー
ズ
を
学
校
と
共
༗
し
て
、

ద

な
支
援
に
つ
な
げ
ま
す
。
ಛ
ผ

支
援
学
ڃ
ࡏ
੶
の
児
童
生
徒
શ
員
と
、

通
ৗ
学
ڃ
ࡏ
੶
の
う
ち
必
要
と
す
る

児
童
生
徒
に
は
、
学
習
目
ඪ
や
内
容
、

指
導
上
の

ྀ
事
߲
な
ど
を
示
し
た

ݸ
ผ
の
指
導
ܭ
ը
を
、
各
学
校
の
ಛ

ผ
支
援
教
育
コ
ー
デ
ỹ
ネ
ー
タ
ー
を

中
৺
に
อ
ޢ
者
や
୲
任
と
相
談
し
て

࡞
成
し
て
ධ
Ձ
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
ଟ
༷
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ಛ
ผ
支
援
教
育
は
、
障
害

の
あ
る
児
童
生
徒
の
自
立
や
ࣾ
会
参

加
に
向
け
た
ओ
体
的
な
取
り
組
み
の

支
援
と
し
て
、
各
児
童
生
徒
の
教
育

的
ニ
ー
ズ
を

Ѳ
し
、
ద

な
指
導

や
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
教
員
も
児
童
生
徒
も
各

自
の
ଟ
༷
を
ೝ
め
、
児
童
生
徒
が
持

て
る
力
を
最
大
限
発
ش
し
、
ޓ
い
に

よ
い
Ө
ڹ
を
༩
え
て
変
容
し
合
い
共

生
す
る
考
え
方
が
必
要
で
あ
り
、
શ

児
童
生
徒
が

せ
を
実
感
で
き
る
学

校
づ
く
り
に
向
け
、
各
ઌ
生
方
や
校

長
に
伝
え
な
が
ら
、
研
修
の
ॆ
実
な

ど
も
含
め
て
進
め
た
い
で
す
。

こ
の
΄
か
、
道
の
駅
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。
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ਃ
出
が
で
き
る
こ
と
を
प
知
し
て
い

き
ま
す
。

　
　
　
　
ر

ऀ
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༨
༟
Λ
࣋
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ͯ
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Δ
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Λ
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͠
·
͢
Ố

こ
の
΄
か
、
ೕ
༮
児
期
の
子
育
て

支
援
、
Ｔ
̭
Ԋ
ઢ
地
区
の
コ
ϛ
ュ
ニ

ς
ỹ
ー
施
設
の
今
後
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。
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ಛ
定
分

に
ಛ
ҟ
な
࠽
能

の
あ
る
児
童
生
徒
支
援
に
つ
い
て
は
、

ࠃ
で
は
༗
識
者
会
ٞ
を
行
い
、
指
導

や
支
援
の
ࡏ
り
方
な
ど
を
ま
と
め
て

い
る
と
こ
Ζ
で
す
。
ま
た
、
จ
部
Պ

学
ল
の
令
和
̑
年
度
֓
ࢉ
要
ٻ
に
お

い
て
も
、
ಛ
ҟ
な
࠽
能
の
あ
る
児
童

生
徒
の
理
ղ
、
実
ূ
研
ڀ
な
ど
の
研

修
を
実
施
す
る
た
め
の
༧
ࢉ
が
ܭ
上

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
こ

　
　
　
　
ࠓ
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ܪ
࡚
อ
݈
セ
ン
タ
ー
の
利

活
用
に
つ
い
て
は
、
ி
内
関

部
ॺ

と
ௐ
整
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
ࡏ
、

建
物
や
各
छ
設
備
の

ٺ
Խ
や
不
۩

合
が
ஶ
し
く
、
現
状
の
ま
ま
市
民
利

用
施
設
と
し
て
活
用
す
る
に
は
支
障

れ
ら
の
ࠃ
の
動
向
を

視
し
ద

に

対
Ԡ
し
て
い
き
ま
す
。
市
で
は
、
つ

く
ば
ス
タ
イ
ル
Պ
を
は
じ
め
と
し
て
、

̞
̘
Ｔ
の
活
用
な
ど
も
中
৺
に
、
よ

り
発
展
的
に
学
Ϳ
と
い
う
こ
と
を
研

ڀ
し
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

も
そ
も
教
育
と
は
、
一
人
一
人
の
持

つ
能
力
を
最
大
限
に
৳
ば
す
こ
と
が

目
的
な
の
で
、
શ
て
の
子
ど
も
に
対

し
て
ಉ
ௐ
を
ٻ
め
る
よ
う
な
教
育
を

す
る
も
の
で
は
な
く
、
教
育
大
ߝ
の

理
೦
も
そ
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
教
員
も
児
童
生
徒

も
、
学
習
に
限
ら
ͣ
ಛ
ҟ
な
࠽
能
も

含
め
て
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
ଟ

༷
を
み
ん
な
が
ೝ
め
る
、
児
童
生
徒

が
お
ޓ
い
に
交
流
す
る
こ
と
で
相
ޓ

࡞
用
が
ى
こ
り
、
よ
り
高
ま
っ
て
い

く
学
校
づ
く
り
が
理

だ
と
考
え
て

い
る
の
で
、
จ
部
Պ
学
ল
の
考
え
を

し
っ
か
り
受
け
ࢭ
め
な
が
ら
、
つ
く

ば
市
な
ら
で
は
の
教
育
を
し
っ
か
り

構
築
し

て
い
き

た
い
と

思
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
΄
か
、
つ
く
ν
Ỿ
リ
、
こ
ど

も
も

も
ָ
し
め
る
༡
び
場
の
整
備

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
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自
Ӵ
ୂ
へ
の
໊

提
供
に

つ
い
て
は
、
自
Ӵ
ୂ
法
や
住
民
ج
本


ா
法
に
ج
づ
き
、
そ
の
年
度
に
18

歳
に
な
る
市
民
の
住
所
、
ࢯ
໊
、
ੑ

ผ
、
生
年
月
日
を
ந
出
し
た
໊

を
、

市

所
本
ி
ࣷ
に
お
い
て
Ӿ
ཡ
す
る

方
法
に
よ
っ
て
ద

に
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
に
お
い
て
、
情
報
の
提

供
を

ま
な
い
方
か
ら
の
相
談
を
受

け
、
事
લ
に
ਃ
出
ॻ
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
Ӿ
ཡ
す
る
໊

か
ら

আ
֎
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広

報
ࢴ
、
π
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
আ
֎
の

が
あ
る
た
め
、
ྼ
Խ
度

அ
な
ど
で

施
設
の
問
題
点
を
明
֬
Խ
し
、
改
修

な
ど
の
対
Ԡ
を
ݕ
౼
す
る
必
要
が
あ

り
、
建
物
や
設
備
の
現
状

Ѳ
か
ら

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
地
域
住

民
の
意
見
や
要

は
、
市
と
し
て
も

重
要
視
し
て
お
り
、
区
会
や
各
छ
ஂ

体
の

ද
者
と
の
意
見
交
換
会
を
開

࠵
後
、
現
時
点
で
時
期
は
未
定
で
す

が
、
地
域
住
民
と
の
意
見
交
換
の
場

を
設
け
る
よ
う
ݕ
౼
し
ま
す
。
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現
時
点
で
は
、
อ
݈
セ
ン

タ
ー
は
ഇ
ࢭ
す
る
が
、
今
現
ࡏ
行
っ

て
い
る
อ
݈
事
業
は
Ҿ
き
続
き
行
う

こ
と
、
อ
݈
セ
ン
タ
ー
の
建
物
を
市

民
利
用
施
設
に
再
整
備
す
る
こ
と
だ

け
が
、
۩
体
的
に
ܾ
ま
っ
て
い
る
状

گ
で
す
。
ج
本
的
に
は
、
令
和
４
年

４
月
に
各
छ
ஂ
体
の

ද
者
と
の
意

見
交
換
で
出
た
意
見
を
ج
に
ݪ
Ҋ
を

࡞
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
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こ
の
΄
か
、

ྛ
の
อ
શ
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。
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第 173 号　令和４年（2022 年）11 月１日市議会からの案内

広報広聴委員
委  員  長 黒田　健祐

副委員長 高野　文男

委　　員 小村　政文

委　　員 宮本　達也

委　　員 山中　真弓

委　　員 神谷　大蔵

委　　員 皆川　幸枝

委　　員 木村　清隆

議会事務局議会総務課 029-883-1111（内線 6110・6120・6130）

傍聴

される方への

お願い

▶ 必ずご自宅で検温をお願いします。
　 発熱・咳などの症状がある方や体調の 
　 優れない方は傍聴をご遠慮いただくよ
　 うお願いします。
▶ マスクの着用をお願いします。
▶ 傍聴受付の消毒液を活用してください。

当面の間、傍聴できる人数は、24 名
までとさせていただいております。

市
議
会

ペ
ー
ジ

議会中継

映像配信

▶ 本会議（定例会・
　 臨時会）の開催時間
　 は生中継をご覧いた
　 だけます。
▶ 本会議開催日ごとに、
　 ３日後（休日を除く）
　 から録画映像を視聴
　 することができます。
※ 委員会は配信してい
　 ません。

録
画
放
映

ペ
ー
ジ

〇 議員辞職のお知らせ 〇
　令和４年 10 月 6 日付で、山本美和議員から議長宛てに議
員辞職願が提出され、同日付で議会において許可されまし
た。
　つくば市議会議員の定員数は 28 人ですが、同議員の辞職
により、欠員が１人となり、現在の議員数は 27 人です。

〇  委員会名簿の変更 〇

◆議会運営委員会
◎五頭　泰誠　○塚本　洋二
　小村　政文　　あさのえくこ
　小森谷さやか　　  黒田　健祐　
　神谷　大蔵　　鈴木富士雄

◆文教福祉委員会
◎木村　清隆　○小森谷さやか
　黒田　健祐　　塚本　洋二
　橋本　佳子　　金子　和雄
　
◆予算決算委員会
　　（議長を除く全議員）

◎小野　泰宏　○黒田　健祐

◆つくば中心市街地まち
　づくり調査特別委員会
　　（議長を除く全議員）

◎ヘイズジョン　○小森谷さやか

◆ジオパーク推進特別委
　員会
◎神谷　大蔵　○中村　重雄
　宮本　達也　　山中　真弓
　長塚　俊宏　　皆川　幸枝
　木村　修寿　　小野　泰宏
　塩田　　尚

◆広報広聴委員会
◎黒田　健祐　○高野　文男
　小村　政文　　宮本　達也
　山中　真弓　　神谷　大蔵
　皆川　幸枝　    木村　清隆

※変更のあった委員会のみ掲載
しています。

　議員の辞職、議会運営委員の辞任により、委員の選任、
委員長または副委員長の互選を行いました。

つくば市議会の個人情報の保護に関する条例
（案）に対するパブリックコメントの実施

～ 皆さまからのご意見をお聞かせください ～
　デジタル社会形成整備法の成立により、個人情報保護法、行政機関
個人情報保護法、独立行政法人等個人情報保護法の３本の法律が１本
に統合されるとともに、地方公共団体の個人情報保護制度についても
統合後の法律において全国的なルールが適用され、その所管が個人情
報保護委員会に一元化されることとなります。
　これにより、各地方公共団体には、新制度による共通ルールが適用
されますが、議会については共通ルールの適用対象から除かれるため、
新たに『つくば市議会の個人情報の保護に関する条例』の制定を進め
ています。
　

■ 募集期間　
　令和４年 11 月 28 日（月）～ 12 月 23 日（金）
　※施設閉庁日を除く。

■ 資料の閲覧場所　
　議会事務局（本庁舎６階）　　情報コーナー（本庁舎１階）
　各窓口センター　 　各地域交流センター　
　市議会ホームページ

■ 意見の提出方法　
　以下の方法により提出してください。
　直接持参（上記閲覧場所のうち市政情報コーナーを除く。）
　電子メール（市議会ホームページのお問い合わせフォームから。）
　郵送　　ＦＡＸ　　
　※送付先、ＦＡＸ番号は表紙に記載されています。

■ 結果の公表時期
　令和５年１月頃に上記閲覧場所で公表予定です。
　詳細は市議会ホームページをご覧ください。　　　　　

発言内容表示ディスプレイを
傍聴席に設置しました！

　市民に開かれた議会の実現を図るため、障害などにより音
声が聞き取りにくい傍聴者などの利便性向上を目的とし、本
会議での発言内容をリアルタイム表示するディスプレイを、
議場傍聴席に設置しました。　

◎ ＝ 委員長　○ ＝ 副委員長

次回以降の発行日の変更について
12 月定例会の予定により、以下のとおり発行日を変更いたします。
第 174 号（令和５年１月１日発行予定）→令和５年２月１日
第 175 号（令和５年２月１日発行予定）→令和５年３月１日

　公職選挙法で自筆のものを除いて議員の賀状は禁止されているため、例年
１月１日発行の市議会だよりで年賀のご挨拶とさせていただいておりました。
　令和５年は、発行日の変更に伴い、２月１日発行の際に、新体制のご紹介
とともにご挨拶をさせていただきます。
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を


い
な
が
ら
、
よ

り
良
い
อ
育
所
を

造
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

࣭
ٙ


ห

会　ܭ　໊ 歳　　ೖ 歳　　ग़
ʲೝ定第１号ʳ

Ұൠձܭ
1056 ԯ 5161 ສ 4435 ԁ

લൺ ݮˋ15�8
�8� ԯ 26�3 ສ 3141 ԁ

લൺ ݮˋ��17

ಛผձܭ

ʲೝ定第２号ʳ
ݥอ߁ຽ݈ࠃ

18� ԯ 61�0 ສ       35 ԁ
લൺ 5�0ˋ૿

181 ԯ 6441 ສ 5283 ԁ
લൺ 4�5ˋ૿

ʲೝ定第̏号ʳ
ҩྍऀྸߴظޙ

22 ԯ 36�7 ສ 8710 ԁ
લൺ 3�0ˋ૿

22 ԯ 2�35 ສ 4712 ԁ
લൺ 2��ˋ૿

ʲೝ定第̐号ʳ
۠࢈ࡒԬ࡞

7 ສ 444� ԁ
લൺ ݮˋ2�3

8�0 ԁ
લൺ ݮˋ51�6

ʲೝ定第５号ʳ
ެฏҕһձ

181 ສ 63�1 ԁ
લൺ 35�0ˋ૿

114 ສ 4185 ԁ
લൺ 235��ˋ૿

ʲೝ定第̒号ʳ
հޢอۀࣄݥ

143 ԯ 5242 ສ 6053 ԁ
લൺ 1�7ˋ૿

138 ԯ    422 ສ 31�8 ԁ
લൺ 0�5ˋ૿

ʲೝ定第̓号ʳ
Լਫಓۀࣄձܭ

ऩӹతऩೖ
͓Αͼࢧग़ 107 ԯ 5128 ສɹ424 ԁ 103 ԯɹ55� ສ 4730 ԁ

ຊతऩೖࢿ
͓Αͼࢧग़ 52 ԯ 1175 ສ 846� ԁ 61 ԯ 4756 ສ 1351 ԁ

ʲٞҊ �1号ʳ
ਫಓۀࣄձܭ

ऩӹతऩೖ
͓Αͼࢧग़  60 ԯ 8274 ສɹ�16 ԁ 50 ԯ 6318 ສ 5�13 ԁ

ຊతऩೖࢿ
͓Αͼࢧग़ 17 ԯ 5801 ສ 1184 ԁ 35 ԯ ��05 ສ 2168 ԁ

̕
月
定
ྫ
会
で
付
ୗ
さ
れ
た
補

ਖ਼
༧
ࢉ
な
ど
に
加
え
、
令
和
３
年

度
一
ൠ
会
ܭ
歳
入
歳
出
ܾ
ࢉ
ೝ
定
、

各
ಛ
ผ
会
ܭ
歳
入
歳
出
ܾ
ࢉ
ೝ
定
、

各
企
業
会
ܭ
歳
入
歳
出
ܾ
ࢉ
ೝ
定

を
৹
ࠪ
す
る
た
め
、
༧
ࢉ
ܾ
ࢉ
委

員
会
お
よ
び
各
分
Պ
会
を
開
࠵
し

ま
し
た
。

決

決

決

令和̏年
ೝ定ࢉܾ

決はܾࢉೝ定

議案詳細

࣭
ٙ


ห



�
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ࢢ
ຽ
ܦ
ࡁ

Պ
ձ


ࢢ
ݐ
ઃ

Պ
ձ

༧
ࢉ
ܾ
ࢉ
ҕ
һ
ձ

ٞ
Ҋ
ୈ
62
߸

修
ਖ਼
Ҋ

教
育
අ

学
校
อ
݈
に
要
す
る
経
අ

ফ


අ
の

আ

࠾
ܾ

݁
Ռ

提
出
者

川
ଜ


子

委
員

あ
さ
の
え
く
こ
委
員

小

୩
さ
や
か
委
員

օ
川


ࢬ

委
員

൱
ܾ

ừ
ೝ
ఆ
ୈ
̍
߸
Ử
ྩ

̏


ͭ
͘


ࢢ
Ұ
ൠ
ձ
ܭ
ࡀ
ೖ
ࡀ
ग़
ܾ
ࢉ
ೝ
ఆ

ʹ
ͭ
͍
ͯ

　
　
　
　
　

　
　
　



අ

ެ
ڞ
ަ
௨
ର
ࡦ
ʹ

ཁ
͢
Δ
ܦ
අ
ͷ
ͭ
͘

ࢢ
ί
ϛ
ỿ
χ

ς
ỹ
ό
ε
ं
内
σ
δ
λ
ϧ
α
Π
ω
ồ

δ
ઃ
ஔ
ࣄ
ۀ
ڠ
ఆ
ͷ
֓
ཁ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　
　
　

つ
く
バ
ス
25

の
ं
内
に
ӷ

থ
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
て
、
行
政
情

報
や
民
間
事
業
の
広
ࠂ
を
バ
ス
利
用

者
に
発
信
す
る
も
の
で
あ
り
、
設
置

අ
用
お
よ
び
ҡ
持
管
理
අ
用
に
つ
い

て
は
、
市
の
ෛ
୲
は
な
く
、
ڠ
定
క

結
ઌ
の
ද
示
౮
ג
ࣜ
会
ࣾ
が
広
ࠂ
ऩ

入
で

う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
行

政
が
発
信
す
る
お
知
ら
せ
な
ど
の
広

ࠂ
අ
用
に
つ
い
て
は
、
ڠ
定
の
中
で

ແ
ঈ
と
し
て
い
る
た
め
、
一

අ
用

が
か
か
ら
ͣ
に
情
報
を
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
　
　



අ

ࣗ
స
ं
ͷ
·
ͪ
ͮ

͘
Γ
ਪ
ਐ
ʹ
ཁ
͢
Δ
ܦ
අ
ʹ
ؔ
͠
ỏ

γ
ỻ
Ξ
α
Π
Ϋ
ϧ
ͷ
ར
༻
࣮

͓
Α

ͼ
ऩ
ӹ
ͷ
ঢ়
گ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　
　
　

令
和
３
年
10
月
か
ら
シ
ェ
ア

サ
イ
ク
ル
実
ূ
実
験
を
開
࢝
し
て
い

る
が
、
利
用
実

に
つ
い
て
は
、
令

和
３
年
度
は
શ
体
で
̑
̒
７
̔
回
、

月
平
ۉ
で
̕
４
̒
回
の
利
用
が
あ
っ

た
。
ౙ
は
פ
さ
の
Ө
ڹ
を
受
け
て
か
、

月
７
̌
̌
回

ま
で
利
用
が
མ
ち
ࠐ

࣭
ٙ


ห

࣭
ٙ

ん
だ
が
、
３
月
に
は

千
回
ま
で
回

復
し
、
Ҏ
߱
増
加

向
に
あ
り
、
令

和
４
年
̔
月
で
は
̎
千
回
Ҏ
上
の
利

用
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
ऩ
ӹ
に
つ
い

て
は
、
令
和
３
年
度
は
月
平
ۉ
で

20
ສ
ԁ
લ
後
で

あ
っ
た
が
、
利

用
実

と
連
動

し
て
令
和
４
年

̔
月
で
は
̎
ഒ

の

42
ສ
ԁ
と

な
っ
て
い
る
。

ừ
ٞ
Ҋ
ୈ
�1
߸
Ử
ྩ

̏


ͭ
͘


ࢢ
ਫ
ಓ
ࣄ
ۀ
ձ
ܭ
ະ
ॲ

ར
ӹ
͡
Ỷ
͏

༨Α

͖ۚ
Μ

ॲ

ٴ
ͼ
ܾ
ࢉ
ೝ
ఆ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　
　
　

ྩ

̏


ͷ
ະ
ॲ

ར
ӹ


༨
ۚ
ͷ
֓
ཁ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　
　
　

令
和
３
年
度
の
水
道
事
業
に

お
い
て
、̔
ԯ
４
４
̔
̑
ສ
̔
３
４
̍

ԁ
の
७
利
ӹ
が
発
生
し
て
お
り
、
こ
の

७
利
ӹ
に
લ
年
度
か
ら
の
܁
ӽ
利
ӹ


༨
金
を
加
え
た
̔
ԯ
̒
千
ສ
̒
̑
̎
̎

ԁ
が
令
和
３
年
度
に
お
け
る
未
ॲ
分

利
ӹ

༨
金
で
あ
る
。
令
和
３
年
度

に
取
り
่
し
た
建
設
改
良
積
立
金

７
ԯ
̔
̍
̎
４
ສ
̑
７
̑
̒
ԁ
は
、

ক
来
の
水
道
事
業
ӡ
Ӧ
に
不
可
ܽ
な

も
の
な
の
で
、
自
ݾ
ࢿ
本
金
に
組
み

入
れ
る
。
令
和
３
年
度
未
ॲ
分
利
ӹ


༨
金
は
、
水
道
未
整
備
地
域
の


水
管
整
備
事
業
や

ٺ
施
設
の
ߋ
新

事
業
な
ど
で
、
今
後
も
建
設
改
良
අ

の
増
加
が
見
ࠐ
ま
れ
る
た
め
、
શ
ֹ

を
建
設
改
良
積
立
金
へ
積
み
立
て
る
。

࣭
ٙ


ห

ừ
ೝ
ఆ
ୈ
̍
߸
Ử
ྩ

̏


ͭ
͘


ࢢ
Ұ
ൠ
ձ
ܭ
ࡀ
ೖ
ࡀ
ग़
ܾ
ࢉ
ೝ
ఆ

ʹ
ͭ
͍
ͯ

　
　
　
　
　

　
　
　

Ӵ
ੜ
අ

ૈ
େ
ɾ
ෆ
೩
͝
Έ

ॲ
ཧ
ࢪ
ઃ

ཧ
ʹ
ཁ
͢
Δ
ܦ
අ
ʹ
ؔ

͠
ͯ
ỏ
༗
Ձ

ച
٫
ۚ
ֹ
͕
લ



ൺ
Ͱ
̎
ഒ
Ҏ
্
ʹ
૿
͑
ͨ
ཧ
༝
ͱ
ỏ

֤
༗
Ձ

ͷ
内
༁
ͭ
͍
ͯ

　
　
　

ࣾ
会
情

に
よ
り
、
ച
却
୯

Ձ
が
高
ಅ
し
た
た
め
、
令
和
̎
年
度

比
で
令
和
３
年
度
の
平
ۉ
ച
却
୯
Ձ

は
̎
ഒ
か
ら
３
ഒ
と
な
っ
て
お
り
、

ア
ル
ϛ
؈
な
ど
の
金
ଐ
が

４
千
ສ

ԁ
、
ݹ
ࢴ
・
ݹ

な
ど
を
含
め
た
ݹ

ࢴ
ྨ
は

３
̎
̌
̌
ສ
ԁ
、
ペ
ッ
ト

Ϙ
ト
ル
で

̍
千
ສ
ԁ
の
増
ֹ
に

な
っ
て
い
る
。

　
　
　



අ

৽
ܕ
ί
ϩ
φ

Π

ϧ
ε
ײ
છ

ܦ
ࡁ
ର
ࡦ
ʹ
ཁ
͢
Δ
ܦ

අ
ʹ
ؔ
͠
ͯ
ỏ
৽
ܕ
ί
ϩ
φ

Π
ϧ

ε
ײ
છ

͕

期
Խ
͠
ͯ
͍
Δ
த
Ͱ
ỏ

ࢢ
内
ا
ۀ
͔
Β
ͷ
૬
ஊ
内
容

Ͳ
ͷ

Α
͏
ʹ
ม
Խ
͠
ỏ
ͦ
Ε
ʹ
Ԡ
͡
ͯ
Ͳ

ͷ
Α
͏
ʹ
ࢧ
ԉ
内
容
Λ
ม
Խ
͞
ͤ
ͯ

͍
Δ
ͷ
͔
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　
　
　

経
Ӧ
支
援
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
૭

ޱ
で
は
、
令
和
̎
年
度
の
開
設

ॳ

࣭
ٙ


ห

࣭
ٙ


ห

か
ら
補
助
金
・
څ
付
金
༥
ࢿ
の
৹
ࠪ

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
き
た
。
相
談
内

容
に
ಛ
段
変
Խ
は
見
ら
れ
な
い
。
一

方
で
支
援
内
容
に
つ
い
て
変
Խ
を
意

識
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
と
し
て
、

一
時
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
な
い
ࠜ

本
的
な
経
Ӧ
相
談
、
持
続
的
な
事
業

ӡ
Ӧ
の
た
め
、経
Ӧ
方

ࢿ、
金
܁
り
、

ޏ
用
環
境
な
ど
の
一
า
౿
み
ࠐ
ん
だ

内
容
に
つ
い
て
、
専

Ո
を
通
し
て

再
֬
ೝ
す
る
と
い
っ
た
伴

型
の
支

援
を
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
よ
う

に
し
て
い
る
。

ừ
ٞ
Ҋ
ୈ
�2
߸
Ử
ྩ

̐


ͭ
͘


ࢢ
Ұ
ൠ
ձ
ܭ
ิ
ਖ਼
༧
ࢉ
ớ
ୈ
̐
߸
Ờ

　
　
　

ຽ
ੜ
අ


Ҭ
ަ
ྲྀ
η
ϯ

λ
ồ
ҡ
࣋

ཧ
ʹ
ཁ
͢
Δ
ܦ
අ
ʹ
ؔ

͠
ͯ
ỏ
य़
日
ަ
ྲྀ
η
ϯ
λ
ồ
ࣄ

ࣨ


վ
म

ࣄ
ઃ
ܭ
ҕ
ୗ
ྉ
͓
Α
ͼ
ྼ

Խ


அ
ௐ
ࠪ
ҕ
ୗ
ྉ
ͷ
֓
ཁ
ͱ
ඞ

ཁ
ʹ
ͳ
ỳ
ͨ
ཧ
༝
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　
　
　

य़
日
交
流
セ
ン
タ
ー
の
事


室
は
ඇ
ৗ
に
ڱ
く
、
現
状
、
事

ص

の

置
や
ॻ
୨
の
設
置
に
े
分
な
ス

ペ
ー
ス
が
と
れ
て
い
な
い
た
め
、
事


室
を
֦
ு
し
、
環
境
の
改
ળ
を
図

る
た
め
設
ܭ
業

を
委
ୗ
す
る
も
の

で
あ
る
。
ྼ
Խ
度

அ
に
つ
い
て
は
、

ܪ
࡚
อ
݈
セ
ン
タ
ー
を
市
民
利
用
施

設
と
し
て
の
利
活
用
を
ݕ
౼
す
る
に


た
り
、
શ
体
的
に

ٺ
Խ
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
建
物
や
設
備
の
現
状

を
ௐ
ࠪ
し
、
必
要
に
Ԡ
じ
て
改
修
設

ܭ
に

ө
さ
せ
る
た
め
実
施
す
る
も

の
で
あ
る
。

࣭
ٙ

ٞ
Ҋ
ୈ
�2
߸
ʹ
ର
͠
म
ਖ਼
Ҋ
͕
ఏ
ग़
͞
Ε
·
͠
ͨ
Ố

の
よ
う
な
制
度
は
一
ࠁ
も
ૣ
く
変
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　

後
期
高
ྸ
者
ҩ
療
制
度

は
現

ੈ

と
高
ྸ
者
ੈ

の
ෛ
୲

と
څ
付
を
明
֬
Խ
し
、
高
ྸ
Խ
ࣾ
会

に
対
Ԡ
す
る
も
の
で
、
令
和
３
年
度

も
ऩ
入
ݮ
গ
が
見
ࠐ
ま
れ
る
方
に
対

し
て
อ
ݥ
ྉ
の
ݮ
໔
を
行
う
一
方
、

ऩ
ೲ
率
向
上
に
も
努
め
、
安
定
し
た

ࡒ
ݯ
の
֬
อ
、
ద

な
༧
ࢉ
ࣥ
行
が

さ
れ
た
と
考
え
る
の
で
ࢍ
成
す
る
。

ừ
ٞ
Ҋ
ୈ
�2
߸
Ử
ྩ

̐


ͭ
͘


ࢢ
Ұ
ൠ
ձ
ܭ
ิ
ਖ਼
༧
ࢉ
ớ
ୈ
̐
߸
Ờ

　
　
　

���

˝
৹
ࠪ
݁
Ռ
ử
Մ
ܾ
͢

͖

　
　
　
　

　
　
　
　
　

࠴

ෛ
୲
行
ҝ
の
つ
く

ば
セ
ン
タ
ー
広
場
の
指
定
管
理
委
ୗ

ྉ
は
、
事

࡞
業
な
ど
し
か
行
わ
な

い
の
に
人
݅
අ
̑
７
７
ສ
ԁ
の
金
ֹ

が
入
っ
て
お
り
、
問
題
が
あ
る
と
考

え
、
ݪ
Ҋ
に

対
す
る
。

　
　
　
　
　

ࠃ
の
地
方
創
生
ྟ
時
交

付
金
を
ࡒ
ݯ
と
し
た
物
Ձ
高
ಅ
な
ど

に

面
す
る
生
活
ࠔ
ځ
者
へ
の
ෛ
୲

ܰ
ݮ
に
ࢿ
す
る
支
援
事
業
、

ク
ラ

イ
ナ
ආ

民
へ
の
支
援
අ
用
や
ࣾ
会

状
گ
の
変
Խ
に
備
え
た
අ
用
が
ܭ
上

さ
れ
て
お
り
、
い
ͣ
れ
も
ద

と
考

え
、
ݪ
Ҋ
に
ࢍ
成
す
る
。

ừ
ೝ
ఆ
ୈ
̍
߸
Ử
ྩ

̏


ͭ
͘


ࢢ
Ұ
ൠ
ձ
ܭ
ࡀ
ೖ
ࡀ
ग़
ܾ
ࢉ
ೝ
ఆ

ʹ
ͭ
͍
ͯ

���　
　
　
˝
৹
ࠪ
݁
Ռ
ử
ೝ
ఆ
͢

͖

　
　
　
　
　

ܟ

ॕ
金
な
ど
の
高
ྸ

者
に
対
す
る
施
策
が
大
き
く

ݮ
さ

れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
令
和
３
年
度

の
༧
ࢉ
に
は
問
題
が
あ
る
と

対
し

た
た
め
、
ܾ
ࢉ
ೝ
定
に
も

対
で
あ

る
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

令
和
̎
年
度
に
ݮ
গ
し

た
ࡒ
政
ௐ
整
ج
金
を
積
み
増
し
し
、

令
和
３
年
度


高
は

42
ԯ
ԁ
と

な
り
、
ࡒ
政
ج
൫
は
改
ળ
し
て
い
る
。

ま
た
、
必
要
な
事
業
を
ண
実
に
実
施

し
、
ଟ
༷
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
積
極
的

に
対
Ԡ
し
て
き
た
も
の
と
考
え
る
。

ừ
ೝ
ఆ
ୈ
̏
߸
Ử
ྩ

̏


ͭ
͘


ࢢ
ޙ
期
ߴ
ྸ
ऀ
ҩ
ྍ
ಛ
ผ
ձ
ܭ
ࡀ

ೖ
ࡀ
ग़
ܾ
ࢉ
ೝ
ఆ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　
　
　

��

˝
৹
ࠪ
݁
Ռ
ử
ೝ
ఆ
͢

͖

　
　
　
　
　

物
Ձ
も
上
が
り
、
年
金

も
目
ݮ
り
し
て
い
る
状
گ
で
、
後
期

高
ྸ
者
ҩ
療
制
度
を
利
用
す
る
人
の

ෛ
୲
が
増
え
て
き
て
い
る
た
め
、
こ


ର
౼


ࢍ

౼



ର
౼


ࢍ

౼


決

決

決

決


ห

決はܾࢉೝ定


ห

決


ର
౼


ࢍ

౼
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委
員
会
審
査

総
務
委
員
会

議
案
等
審
議

【
議
案
第
68
号
】　

地
方
公
務
員
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
　

        

▼
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き

　
　
　

つ
く
ば
市
職
員
定
数
条
例
に

つ
い
て
、
今
回
の
改
正
は
、
い
つ
時

点
の
職
員
数
を
想
定
し
て
い
る
の
か

　
　
　

今
後
２
年
に
１
歳
ず
つ
定
年

年
齢
が
上
が
り
、
令
和
13
年
度
に
制

度
完
成
と
な
る
が
、
そ
れ
ま
で
に
、

61
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
人
数
が
96
人

増
え
る
見
込
み
で
あ
る
。
こ
の
人
数

に
つ
い
て
、
現
状
の
定
数
を
参
考
に

按
分
し
て
付
加
し
て
い
る
。

文
教
福
祉
委
員
会

都
市
建
設
委
員
会

【
議
案
第
62
号
】　

令
和
４
年
度
つ
く

ば
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

原
案
可
決

　
　
　
　
　

フ
ッ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
は

海
外
で
は
劇
薬
と
し
て
使
わ
れ
、
薄

め
て
使
う
と
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
あ
る
。
健
康
被
害
や
慢
性
毒
性

と
し
て
認
め
ら
れ
る
斑
状
歯
な
ど
が

あ
り
、
世
界
で
も
議
論
が
二
分
さ
れ

て
い
る
。
有
効
性
に
つ
い
て
も
、
フ
ッ

化
物
洗
口
以
外
の
影
響
も
考
え
る
必

要
が
あ
り
、
各
県
の
洗
口
実
施
率
と

１
人
当
た
り
の
虫
歯
数
に
相
関
関
係

は
な
い
。
事
業
の
実
施
は
、
教
職
員

な
ど
へ
の
負
担
も
大
き
く
、
担
当
課

が
洗
口
液
を
用
意
し
て
も
、
負
担
が

広
が
る
だ
け
で
あ
る
。
茨
城
県
教
職

員
組
合
養
護
教
員
部
に
は
反
対
の
声

が
２
０
０
近
く
も
届
い
て
い
る
。
問

題
は
虫
歯
が
あ
る
か
な
い
か
の
二
極

化
な
の
で
、
虫
歯
の
多
い
子
ど
も
へ

の
個
別
支
援
を
再
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　

原
油
価
格
・
物
価
高
騰

に
直
面
す
る
生
活
困
窮
者
や
、
事
業

者
へ
の
負
担
軽
減
に
資
す
る
支
援
事

業
が
数
多
く
計
上
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
低
所
得
者
の
子
育
て
世
代
や
、

飼
料
・
肥
料
価
格
高
騰
の
影
響
を
受

け
る
農
家
、
燃
料
費
上
昇
の
影
響
を

受
け
る
貨
物
運
送
事
業
者
な
ど
へ
の

支
援
も
計
上
さ
れ
、
生
活
困
窮
者
や

事
業
者
へ
の
支
援
事
業
を
提
案
し
て

い
た
立
場
か
ら
、
こ
れ
ら
の
内
容
に

つ
い
て
高
く
評
価
し
、
そ
の
他
の
費

用
も
適
切
と
考
え
る
。

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

　

９
月
定
例
会
に
て
、
５
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
な
ど
35
件
を
審
査
す
る
た
め
、
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
73
号
】　

つ
く
ば
市
立
児
童

館
及
び
つ
く
ば
市
立
放
課
後
児
童
室

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て　
外
２
件

　

い
ず
れ
も
、
質
疑
、
自
由
討
議
、

討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

議案詳細

質
疑

答
弁

市
民
経
済
委
員
会

【
請
願
４
第
５
号
】　

消
費
税
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
実
施
中
止
を
求
め
る
意

見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め

る
請
願
書

　

   

▼
審
査
結
果
＝
不
採
択
と
す
べ
き

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
制
度
実
施
を

や
め
て
ほ
し
い
気
持
ち
は
分
か
る
が
、

制
度
自
体
の
合
理
性
か
ら
す
れ
ば
、

コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
る
ま
で
の
延
期
は

ま
だ
し
も
、
制
度
の
中
止
ま
で
は
国

に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
趣
旨

採
択
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　

年
間
課
税
売
上
高
１
千
万
円

以
下
の
事
業
者
は
、
手
取
り
が
一
定

程
度
減
る
こ
と
に
な
る
。
手
間
が
か

か
る
手
続
き
で
、
年
齢
構
成
が
高
い

農
業
者
に
は
負
担
と
な
り
、
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
の
方
な
ど
も
影
響
を
受
け
る
。

平
成
２
年
３
月
の
東
京
地
裁
で
、
消

費
税
は
預
り
金
で
は
な
い
と
の
判
決

も
あ
り
、
物
価
上
昇
の
中
、
追
い
打

ち
を
か
け
る
制
度
に
は
反
対
で
あ
る
。

　
　
　

消
費
税
は
預
り
金
で
あ
り
、

事
業
者
は
消
費
税
分
を
内
税
に
す
る

か
否
か
は
あ
る
が
受
け
取
っ
て
い
る
。

制
度
に
従
い
、
税
金
を
納
付
す
る
国

民
の
義
務
は
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
国
で
も
支
援
策
を
講
じ
て
い

る
の
で
、
請
願
に
反
対
す
る
。

意
見

意
見

意
見

【
議
案
第
85
号
】　

工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

　
　

        

▼
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き

　
　
　
工
事
の
内
容
に
つ
い
て

　
　
　
本
工
事
は
、
つ
く
ば
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
の
改
修
工
事
で
、
市
の
所
有
部

分
お
よ
び
広
場
を
含
め
、
改
修
床
面

積
は
、
約
２
８
７
２
平
方
㍍
で
あ
る
。

工
期
は
、
令
和
６
年
４
月
26
日
ま
で

の
約
19
カ
月
間
の
予
定
で
、
予
算
は

令
和
４
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で

の
３
カ
年
の
継
続
費
と
し
て
計
上
し

て
い
る
。

質
疑

答
弁

【
請
願
４
第
５
号
】　

消
費
税
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
実
施
中
止
を
求
め
る
意

見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め

る
請
願
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        

不
採
択

　
　
　
　
　

消
費
税
は
、
広
く
公
平

に
課
せ
ら
れ
、
最
終
的
に
商
品
な
ど

を
消
費
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

受
け
た
消
費
者
が
負
担
し
、
事
業
者

が
納
付
す
る
も
の
で
あ
る
。
透
明
性

や
公
平
性
の
問
題
を
是
正
す
る
た
め

に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
は
決
定

さ
れ
、
導
入
に
当
た
り
事
業
者
へ
の

負
担
軽
減
の
た
め
の
支
援
策
や
経
過

措
置
を
設
け
て
い
る
。
消
費
者
が
負

担
し
た
消
費
税
を
事
業
者
が
納
付
す

る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら

も
本
請
願
に
は
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
で
、
売

上
高
１
千
万
円
以
下
の
消
費
税
免
税

業
者
も
、
課
税
業
者
に
な
る
よ
う
迫

ら
れ
、
な
ら
な
け
れ
ば
取
引
か
ら
排

除
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
１
６
０
万

者
が
新
た
に
課
税
業
者
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
農
民
運
動
全
国
連
合

会
は
販
売
農
家
全
体
の
約
９
割
が
免

税
事
業
者
で
あ
り
免
税
農
家
が
取
引

か
ら
外
さ
れ
、
課
税
事
業
者
に
な
れ

ば
赤
字
で
も
税
負
担
を
求
め
ら
れ
る

と
中
止
を
求
め
て
い
る
。
建
交
労
軽

貨
物
ユ
ニ
オ
ン
の
メ
ン
バ
ー
や
日
本

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
連
盟
な
ど
か

ら
も
中
止
を
求
め
る
声
が
あ
る
。
地

域
経
済
を
支
え
る
中
小
業
者
に
追
い

打
ち
を
か
け
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導

入
に
は
反
対
な
た
め
、
本
請
願
に
は

賛
成
で
あ
る
。

反
対
討
論

賛
成
討
論

【
意
見
書
案
第
２
号
】　

旧
統
一
教
会

及
び
関
連
団
体
に
よ
る
被
害
者
の
救

済
と
実
態
解
明
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　

        

原
案
可
決

　
　
　
　
　

あ
ら
ゆ
る
新
興
宗
教
な

ど
を
含
め
、
非
常
に
悪
質
な
団
体
が

他
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
想
定
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
信
仰
団
体
は
共
通
し
て
社

会
的
に
警
戒
を
要
す
る
諸
問
題
が
あ

り
、
旧
統
一
教
会
以
外
の
信
仰
団
体

や
他
の
関
連
団
体
を
裁
く
こ
と
も
必

要
で
あ
る
。
信
教
の
自
由
と
政
治
活

動
の
自
由
は
何
人
に
も
侵
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
前
提
と
し

た
法
治
国
家
に
あ
る
べ
き
議
論
を
す

べ
き
で
、
個
別
の
団
体
だ
け
に
絞
る

こ
と
は
感
情
論
に
傾
き
、
真
摯
な
議

論
と
は
言
え
な
い
。
冷
静
か
つ
真
摯

な
議
論
の
展
開
を
要
望
す
る
。

　
　
　
　
　

旧
統
一
教
会
は
、
社
会

的
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
で
、
政

治
家
は
よ
り
慎
重
に
、
関
わ
り
を
控

え
る
べ
き
と
考
え
る
。
宗
教
団
体
が

そ
の
思
想
信
条
に
基
づ
い
て
、
特
定

の
政
治
家
や
政
党
を
支
援
す
る
こ
と

や
、
政
治
活
動
を
行
う
こ
と
は
憲
法

上
保
障
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
か

ら
、
旧
統
一
教
会
の
問
題
は
、
政
治

と
宗
教
の
問
題
と
い
う
よ
り
、
社
会

的
な
問
題
や
ト
ラ
ブ
ル
を
多
く
抱
え

て
い
る
団
体
と
の
政
治
の
問
題
で
あ

る
。
一
刻
も
早
い
、
旧
統
一
教
会
に

よ
る
被
害
実
態
の
解
明
と
、
被
害
を

受
け
て
い
る
多
く
の
方
々
の
救
済
に

向
け
て
、
関
係
機
関
が
よ
り
連
携
し

て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

つくばセンタービル
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第 173 号　令和４年（2022 年）11 月１日議決結果・賛否

議案等番号

つくば自民党・新しい風 自民党政清クラブ つくば・
市民ネットワーク 公明党つくば 創生クラブ 日本共産党

つくば市議団 つ 清 山 新

長
塚
　
俊
宏

黒
田
　
健
祐

神
谷
　
大
蔵

小
久
保
　
貴
史
　
議
長

五
頭
　
泰
誠

ヘ
イ
ズ 

　
ジ
ョ
ン

久
保
谷
　
孝
夫

宮
本
　
達
也

木
村
　
修
寿

塚
本
　
洋
二

飯
岡
　
宏
之

鈴
木
　
富
士
雄

川
村
　
直
子

あ
さ
の
　
え
く
こ

小
森
谷

さ
や
か

皆
川
　
幸
枝

山
本
　
美
和

浜
中
　
勝
美

小
野
　
泰
宏

小
村
　
政
文

中
村
　
重
雄

高
野
　
文
男

山
中
　
真
弓

橋
本
　
佳
子

川
久
保
　
皆
実

木
村
　
清
隆

塩
田
　
尚

金
子
　
和
雄

認定第１号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
認定第３号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
認定第６号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

議案第 62 号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
議案第 68 号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ×
議案第 75 号 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

意見書案第２号 × × × － × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
請願４第５号 × × × － × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ × × ○

 　 ※「○」は賛成、「×」は反対。議長は可否同数の場合または特別多数議決の場合以外は表決に加わりません。
　 ※   会派名（議席番号順）　つ＝つくばチェンジチャレンジ　清＝清郷会　山＝山中八策の会　新＝新社会党つくば

令和４年９月定例会議員賛否一覧（議案などに対して賛否の分かれたものを、議員からの申し出に基づき掲載しています。）

報　告　案　件

【報告第 18 号】　令和３年度つくば市一般会計継続費精算について
【報告第 19 号】　令和３年度つくば市水道事業会計継続費精算について
【報告第 20 号】　令和３年度つくば市下水道事業会計継続費精算について
【報告第 21 号】　令和３年度つくば市健全化判断比率及び資金不足比率について
【報告第 22 号】　公益財団法人つくば文化振興財団の経営状況を説明する書類について
【報告第 23 号】　一般財団法人つくば市国際交流協会の経営状況を説明する書類について
【報告第 24 号】　専決処分事項の報告について
【報告第 25 号】　専決処分事項の報告について
【報告第 26 号】　専決処分事項の報告について
【報告第 27 号】　専決処分事項の報告について
【報告第 28 号】　専決処分事項の報告について
【報告第 29 号】　専決処分事項の報告について

案　件　名 議決結果

【議案第 74 号】　つくば市市民利用会議室条例の一部を改正する条例について 原案可決
【議案第 75 号】　つくばセンター広場条例の一部を改正する条例について 原案可決
【議案第 76 号】　つくば市建築基準条例の一部を改正する条例について 原案可決
【議案第 77 号】　つくば市ラブホテルの建築等規制条例の一部を改正する条

　　　　　　　   例について 原案可決

【議案第 78 号】　つくば市立学校設置条例の一部を改正する条例について 原案可決
【議案第 80 号】　多機能端末機による証明書等の交付に係る手数料の徴収の

　　　　　　　   特例に関する条例について 原案可決

【議案第 81 号】　市道路線の廃止について 原案可決
【議案第 82 号】　工事請負契約の締結について 原案可決
【議案第 83 号】　財産の取得について 原案可決
【議案第 84 号】　財産の取得について 原案可決
【議案第 85 号】　工事請負契約の締結について 原案可決
【議案第 86 号】　つくば市名誉市民の選定について 同　意
【議案第 87 号】　つくば市名誉市民の選定について 同　意
【諮問第４号】　人権擁護委員候補者の推薦について 適　任
【諮問第５号】　人権擁護委員候補者の推薦について 適　任

委員会提出議案 議決結果

【委第２号議案】つくば市議会委員会条例の一部を改正する条例について 原案可決
【委第３号議案】つくば市議会事務局設置条例及びつくば市議会基本条例の

　　　　　　　  一部を改正する条例について 原案可決

【委第４号議案】つくば市議会会議規則の一部を改正する規則について 原案可決

請　　　願　 議決結果
【請願４第３号】　教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための

　　　　　　　　政府予算に係る意見書採択を求める請願 採　択

【請願４第４号】　ＴＸ駅周辺商業地域の容積率緩和の推進に関する請願書 採　択
【請願４第５号】　消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書を国に

　　　　　　　　提出することを求める請願書 不採択

意 見 書 ・ 決 議 議決結果
【意見書案第１号】　教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持に係

　　　　　　　　　る意見書 原案可決

【意見書案第２号】　旧統一教会及び関連団体による被害者の救済と実態解
　　　　　　　　　明を求める意見書 原案可決

令 和 ４ 年 ９ 月 定 例 会 議 案 等 議 決 結 果 一 覧

案　件　名 議決結果

【認定第１号】　令和３年度つくば市一般会計歳入歳出決算認定について 認　定
【認定第２号】　令和３年度つくば市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認

　　　　　　　定について 認　定

【認定第３号】　令和３年度つくば市後期高齢者医療特別会計歳入歳出
　　　　　　 決算認定について 認　定

【認定第４号】　令和３年度つくば市作岡財産区特別会計歳入歳出決算認定
　　　　　　　について 認　定

【認定第５号】　令和３年度つくば市等公平委員会特別会計歳入歳出決算認
　　　　　　　定について 認　定

【認定第６号】　令和３年度つくば市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認
　　　　　　　定について 認　定

【認定第７号】　令和３年度つくば市下水道事業会計決算認定について 認　定
【議案第 61 号】　令和３年度つくば市水道事業会計未処分利益剰余金処分及

　　　　　　　   び決算認定について
原案可決

および認定

【議案第 62 号】　令和４年度つくば市一般会計補正予算（第４号） 原案可決
【議案第 63 号】　令和４年度つくば市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）原案可決
【議案第 64 号】　令和４年度つくば市後期高齢者医療特別会計補正予算

　　　　　　　  （第１号） 原案可決

【議案第 65 号】　令和４年度つくば市介護保険事業特別会計補正予算
　　　　　　　  （第１号） 原案可決

【議案第 66 号】　令和４年度つくば市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
【議案第 67 号】　令和４年度つくば市下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
【議案第 68 号】　地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例

　　　　　　　  の整備に関する条例について 原案可決

【議案第 69 号】　つくば市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条
　　　　　　　   例について 原案可決

【議案第 70 号】　つくば市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
　　　　　　　   に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 72 号】　つくば市建築関係手数料条例の一部を改正する条例について 原案可決
【議案第 73 号】　つくば市立児童館及びつくば市立放課後児童室条例の一部

　　　　　　　   を改正する条例について 原案可決

議案の審議
状況と

議決結果

請願
一覧

意見書・
決議一覧

詳細は QR コードからご覧いただけます。

※以下の議案２件は、閉会中の継続審査となりました。
【議案第 71 号】つくば市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
【議案第 79 号】つくば市職員の降給に関する条例について

×
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第 173 号　令和̐年（2022 年）11 月１日 ಛ　ू

次回「第 174 号」は令和５年（2023 年）２月１日（水）に発行の予定です。

常任委員会
行政視察報告

期
日
令
和
４
年
７
月
26
日
～
7
月
28
日

場
所
東
京
都
荒
川
区
・
北
海
道
旭
川
市
・

　
　

北
海
道
千
歳
市

内
容

荒
川
区
で
は
、
創
造
的
人
事
行
政

へ
の
転
換
と
し
て
、
人
材
育
成
機
関
「
荒
川

区
職
員
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
」
の
設
置
や
人

事
考
課
制
度
の
導
入
な
ど
、
徹
底
し
た
行
政

組
織
改
革
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
職
員
の

意
識
改
革
の
息
吹
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

旭
川
市
で
は
、
移
住
定
住
施
策
と
し
て
、

移
住
へ
の
プ
ロ
セ
ス
を
「
旭
川
市
を
知
る
」

「
訪
れ
る
」「
体
験
す
る
」「
移
住
す
る
」「
定

住
す
る
」
と
い
っ
た
フ
ェ
ー
ズ
に
区
分
し
、

民
間
と
連
携
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

さ
れ
て
お
り
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

千
歳
市
の
防
災
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
「
そ

な
え
ー
る
」
は
、
災
害
時
に
災
害
対
策
拠
点

と
な
る
一
方
で
、
普
段
は
災
害
の
疑
似
体
験

な
ど
が
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
災

害
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展
示
や
地
震
体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

総　務文教福祉

市民経済都市建設

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
高

め
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
つ
く

ば
市
で
も
、
市
民
が
い
つ
で
も
防
災
に
つ

い
て
学
ん
だ
り
、
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
施
設
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

期
日
令
和
４
年
７
月
20
日
～
7
月
22
日

場
所
神
奈
川
県
横
浜
市・北
海
道
石
狩
市・

北
海
道
札
幌
市

内
容

横
浜
市
で
は
、
市
独
自
制
度
の
児

童
指
導
専
任
教
諭
な
ど
が
行
う
校
内
ハ
ー
ト

フ
ル
事
業
や
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

複
数
の
ハ
ー
ト
フ
ル
事
業
が
あ
り
、
児
童
生

徒
の
状
態
に
合
わ
せ
て
段
階
的
に
事
業
を
選

べ
ま
す
。
ま
た
、
札
幌
市
は
、
学
校
管
理
職

経
験
者
な
ど
の
相
談
支
援
リ
ー
ダ
ー
か
ら
指

導
・
助
言
を
受
け
た
相
談
支
援
パ
ー
ト
ナ
ー

が
支
援
を
行
う
相
談
支
援
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業

や
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
民
間
施
設
へ
の

補
助
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
不
登
校
児
童
生

徒
が
増
え
続
け
て
い
る
つ
く
ば
市
と
し
て
も

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

石
狩
市
で
は
、
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
で
障
害
児
通
所
支
援
事
業
、
相
談
支
援

事
業
、
巡
回
訪
問
療
育
指
導
、
石
狩
市
療
育

支
援
連
絡
会
や
療
育
・
教
育
連
携
研
修
会
が

行
わ
れ
、
大
型
児
童
館
こ
ど
も
未
来
館
あ
い

ぽ
ー
と
は
、
自
分
で
考
え
行
動
し
自
治
で
き

る
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
す
こ
と
に
加
え
、

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
も
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
進

め
る
上
で
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

期
日
令
和
４
年
7
月
13
日
～
７
月
15
日

場
所
岩
手
県
盛
岡
市
・
岩
手
県
八
幡
平
市
・

宮
城
県
石
巻
市

内
容
盛
岡
市
で
は
、「
も
り
お
か
の
食
と

農
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
推
進
戦
略
」
を
策
定
し
、

盛
岡
産
農
産
物
の
魅
力
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。「
食
と
農
を
き
っ
か
け
に
し
た
盛
岡
産

農
産
物
の
魅
力
発
信
」
を
含
む
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
は
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

八
幡
平
市
で
は
、
生
の
声
を
意
識
し
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
、
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
結
び
つ
け
た

企
業
向
け
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
地
視
察
し
た

新
安
比
温
泉
静
流
閣
で
は
、
事
業
再
構
築
補

助
金
を
活
用
し
、
一
部
の
客
室
を
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
ル
ー
ム
に
改
修
し
、
訪
問
者
と
課
題

を
抱
え
た
地
元
企
業
を
繋
げ
、
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
を
創
出
す
る
場
を
提
供
し
て
お
り
、
参

期
日
令
和
４
年
７
月
12
日
～
7
月
14
日

場
所
千
葉
県
佐
倉
市
・
富
山
県
富
山
市
・

　
　

石
川
県
金
沢
市

内
容

今
回
の
行
政
視
察
で
は
、
つ
く
ば

市
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
「
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
た
め
に
ポ
イ
ン
ト
を

絞
り
、
３
市
の
取
り
組
み
を
学
ん
で
き
ま
し

た
。佐

倉
市
で
は
、
ユ
ー
カ
リ
が
丘
駅
北
再
開

発
に
つ
い
て
の
視
察
を
行
い
、
開
発
事
業
者

が
都
市
機
能
の
ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面
の
両

方
を
整
備
し
、
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
た
「
成
長
管
理
型
」
の
開
発
手
法
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

富
山
市
は
、
環
境
モ
デ
ル
都
市
と
し
て
、

公
共
交
通
を
軸
と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の

重
要
な
手
段
で
あ
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
お
よ
び
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

金
沢
市
で
は
、
下
水
汚
泥
を
ご
み
と
混
ぜ

て
焼
却
し
て
お
り
、
ご
み
焼
却
に
伴
い
発
生

す
る
熱
に
よ
り
、
効
率
良
く
発
電
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

３
市
共
に
現
地
で
の
詳
細
な
説
明
と
見
学

な
ど
、
ま
た
、
各
委
員
の
積
極
的
な
質
疑
も

あ
り
、
見
聞
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
つ
く
ば
市
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る

事
業
内
容
に
供
す
る
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、

違
っ
た
視
点
で
の
広
が
り
に
も
大
い
に
気
付

か
さ
れ
た
視
察
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

考
に
な
る
取
り
組
み
と
感
じ
ま
し
た
。

石
巻
市
で
は
、東
日
本
大
震
災
後
、復
旧・

復
興
を
図
る
た
め
、
中
小
企
業
者
に
対
し
施

設
な
ど
の
復
旧
支
援
や
、
被
害
者
自
立
再
建

促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
に
よ
る
市
民
の
生

活
支
援
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
市
民

へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
は
大
変
参
考
と
な
る

も
の
で
し
た
。

札幌市

横浜市

荒川区

千歳市

石巻市

八幡平市

佐倉市

金沢市




